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　このたび、大阪府森林組合「第22回通常総代会」が開催されますことを、心から
お喜び申し上げます。
　栗本組合長様をはじめ、役員及び組合員の皆様には、日頃から本府の森林行政
の推進にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、利用期を迎えた人工林を
「伐って、使って、植えて、育てる」ことによる、森林資源の循環利用が、今後ますます
重要になってきます。
　開催まで2年をきった「大阪・関西万博」では、会場整備での積極的な木材の活用
が発表されており、木材利用の機運の高まりが期待されます。また、令和6年度か
らは国の森林環境税の課税が始まり、森林環境譲与税を活用した森林整備をより
一層進めることが求められます。そのような中、貴組合は森林整備の中心的な担
い手であるとともに、府内産木材の安定的な供給者でもあることから、今後、貴組
合の果たす役割がますます高まるものと期待しております。
　今年度より大阪府では、民間建築物での木材利用に対する支援制度を創設する
とともに、森林整備や府内産木材の利用によるCO2森林吸収量・木材固定量を認
証する制度を創設するなど、森林整備や木材利用の更なる促進を図る取組みを進
めています。引き続き、皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　結びに、貴組合の今後のますますのご発展と、役員及び組合員の皆様のご健勝、
ご多幸を心から祈念し、お祝いの言葉といたします。

令和5年８月２2日� 大阪府知事　吉村　洋文

　第 1号議案「令和４年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余金
処分案、注記表及び附属明細書の承認について」、第 2号議案「令和 5年
度事業計画の設定について」、第 3号議案「令和 5年度借入金の最高限度
額の決定について」、第 4号議案「令和 5年度余裕金預け入れ先の決定に

ついて」、第 5号議案「定款の一部改正について」、第 6号議案「役員の
改選について」、第 7号議案「役員報酬の決定について」、第 8号議案「役
員退任慰労金の支給について」と附帯決議を上程し、各議案とも原案通り
可決・承認されました。

令和5年8月22日  大阪府森林組合第22回通常総代会を開催しました。

第22回大阪府森林組合通常総代会 祝辞 　本年7月の日本を含めた世界の平均気温は記録がある1940年以降、最
高だったとEUの気象情報機関が発表しています。
　最近は記録的豪雨が常態化し、梅雨前線、線状降水帯、台風で、尊い人
命が失われ、多くの住宅等が被害を受けました。この場をお借りし亡く
なった方へ哀悼の意を表しますとともに、被害に遭われた方に心からお見
舞い申し上げます。
　このような事象を受け、私たちは森林の防災機能を強化することで、都
市住民の安全安心な暮らしに貢献しなければならないと痛感しております。
　令和4年度、高槻市域における風倒被害に対する国の災害復旧事業を完
了させることができましたが、まだ手つかずの被害森林があることから、
今後も関係機関と協議させていただきながら、森林復旧を進め、減災に寄
与できる森林づくりに努めます。
　また国の森林環境譲与税を活用し、地域の森林が抱える問題解決のため
の事業を推進するとともに、公共施設の木質化の需要に応えて府内産材を
供給することができました。加えて今年度、CO2森林吸収量・木材固定量
認証制度が大阪府で施行されたことを好機ととらえ、組合員の皆様により
多く還元できるように付加価値を高めた木材利用に取り組みます。
　このような事業に取り組みながら、得られた益を組合員の皆様に還元す
るために、組合を利用いただいた際に正規の見積額より10％を割り引く
制度を導入しています。令和4年度は20，000千円を超える受注をいただ
き、2，000千円を還元させていただきましたことをご報告申し上げます。
　これらを取りまとめた結果、9期連続の黒字決算になりましたのは、組
合員様をはじめとする、総代各位、関係機関の方々のご支援の賜物と心よ
り感謝申し上げます。
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科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部）

流動資産
現金・預金 1,438,049,035
さきもり基金 504,528,825�
売掛金・未収金 19,656,196

貸倒引当金 △ 120,000 19,536,196
たな卸資産 39,833,069
立替金 26,941,265�
その他 1,972,289

流動資産合計 2,030,860,679

固定資産
有形固定資産 1,214,266,959
　減価償却累計額 △1,011,069,798 203,197,161
無形固定資産 548,734

外部出資
系統出資金 35,870,000
系統外出資金 9,827,000
子会社等出資 10,000,000

外部出資金合計 55,697,000

その他の固定資産
農林漁業資金貸付金 1,955,589
　　貸倒引当金 △ 402,000 1,553,589
その他 5,000,000
その他の固定資産計 6,553,589

固定資産合計 265,996,484
資産合計 2,296,857,163

科 目 内 訳 小 計 合 計
（負債の部）

流動負債
買掛金 4,616,075
未払金 124,138,479
前受金 23,659,133
預り金 25,995,251
その他 19,716,600

流動負債合計 198,125,538

固定負債
農林漁業資金借入金 1,955,589
預り保証金 8,270,000
退職金給付引当金 121,667,861
役員退任慰労金引当金 13,045,000
特例業務負担金引当金 44,040,346��
基金預り金 504,000,000
組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
その他積立金・基金 0
固定負債合計 604,878,796

負債合計 803,004,334

（資本の部）
出資金 199,133,000

出資金合計 199,133,000
剰余金
準備金・積立金 657,138,486
当期末処分剰余金 637,581,343

剰余金合計 1,294,719,829
資本合計 1,493,852,829

負債・資本合計 2,296,857,163

科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 1,232,131,962
　　2. 費用 936,830,344
　　事業総利益 295,301,618
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 147,440,297
　　2. 旅費交通費 2,470,502
　　3. 事務費 6,589,703
　　4. 業務費 6,504,437
　　5. 諸税負担金 6,984,842
　　6. 施設費 51,552,783
　　7. 雑費 0
　　事業管理費計 221,542,564
　　事業利益 73,759,054
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 2,070,098
　　2. 事業外費用 529,157
　　事業外損益 1,540,941
　　経常利益 75,299,995
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 503,025,032
　　2. 特別損失 540,000
　　特別損益 502,485,032
　　税引前当期利益 577,785,027
　　法人税及び住民税額 10,203,684
　　当期剰余金 567,581,343
　　前期繰越剰余金 70,000,000
　　当期未処分剰余金 637,581,343

部 門 別 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 4,395,202 1,850,000 △ 2,545,202

販 売 部 門 165,653,912� 181,277,412 15,623,500

加 �工 �部 �門 72,651,239 76,788,571 4,137,332

森林整備部門 694,129,991 972,215,979 278,085,988

合　　　計 936,830,344 1,232,131,962 295,301,618

摘 要 積算内訳 小 計 合 計

Ⅰ当期未処分剰余金 637,581,343

Ⅱ剰余金処分額

　　1. 法定準備金 113,520,000�

　　2.�任意積立金 454,061,343 567,581,343

Ⅲ次期繰越剰余金 70,000,000

令和4年度決算報告
貸借対照表（令和5年5月31日現在）

損益計算書（令和4年6月1日〜令和5年5月31日） 部門別損益計算書

令和4年度剰余金処分案

1. 受取手形の割引高は 0円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0円である。

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）



大阪府森林組合　役員体制
　令和5年8月22日の総代会において役員改選の議案を上程し、
原案通り可決承認されました。また、その後の理事会・監事会に
おいて組合長・副組合長他の互選の議案が上程され、以下のとお
り可決承認されましたことを受け、新体制が決定しましたのでお
知らせいたします。
　なお本総代会をもって、三浦勝志様、芝久雄様、吉田定雄様、
橋本吉兄様、堀田昇一様、齊喜德治様、川村俊昭様の7名の役員
が退任されました。
　長きにわたり組合運営にかかわる功績に改めて敬意を表します
とともに、重責を果たされましたことに、この場をお借りし、厚
く御礼申し上げる次第です。

代表理事組合長	 栗本　修滋
副組合長理事	 中　和博
副組合長理事	 奥野　豊
副組合長理事	 蔵人　俊幸
副組合長理事	 松葉　善太良	〇
代表理事専務	 山田　重雄
常務理事	 堀切　修平※

理　　事	 岡　繁	○
理　　事	 長澤　伸之
理　　事	 中井　幸一
理　　事	 押田　博孝
理　　事	 前田　昌宏	○
理　　事	 生野　輝正

（敬称略）

（〇は新任役員、※は職員兼務）

理　　事	 新谷　雅章	○
理　　事	 伏井　信之
理　　事	 越井　康之
理　　事	 西出　秋廣
理　　事	 南　幸助	○
理　　事	 貴治　林作	○
理　　事	 波田　智行
理　　事	 中村　夏美	○
理　　事	 花﨑　由泰※

理　　事	 都解　浩一郎※

代表監事	 岸田　英雄
監　　事	 清水　正幸	○
監　　事	 堤　昌彦
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　木材の自給率は40％を超え、本格的な国産材時
代の幕開けともいわれていますが、原木価格は未だ
低調です。「ウッドショック」のように外国産材の輸
入動向で国産材の価格が乱高下する状況からいち早
く脱却し、日本国内で賄える資源は国産を最優先で
使用することで、価格の安定のみならず、海外から
の長距離運搬で排出される二酸化炭素の削減にも寄
与できるものと考えられ、国としての施策が待たれ
ます。
　さらに国民病ともいわれるスギ花粉症の緩和のた
め、国ではスギ人工林を2割程度減らし、その結果
として花粉の飛散量を30年後に半減させる花粉対
策を打ち出しました。スギだけが元凶として取り扱
われることに疑問を持ちつつ、伐採したスギ材の有
効活用とともに、供給量の増加によるさらなる価格
の低下を招かないような施策を期待するところです。
　さて当組合においては、国から市町村に交付され

る森林環境譲与税事業について、地域の森林が抱え
る課題解決や木材利用といった目途に使用されるこ
とを受けて、令和5年度においても組合が蓄積する
知識やノウハウを駆使して複数の市町村に様々な提
案を行うとともに事業を受託することで、森林整備
につなげていきたいと考えています。
　加えて令和4年4月より再開した森林リサイクル
事業は、開発による伐採施業と伐採木の処分を取り
扱える優位性を生かし、バイオマス発電への木質
チップを安定的に供給し、また現在、大阪府に許認
可申請中である木材共販所内の南河内樹木リサイク
ルセンターの再開も踏まえ、組合の事業の柱として
位置付けるべく、シェアの拡大を進めてまいります。
　2050年のカーボンニュートラル実現に向け、森
林・林業が担う役割はますます拡大するものと考え
られ、森林整備の推進とともに木質資源のリサイク
ルに努めてまいります。

ア 新たな花粉症対策の展開

森林所有者への協力金を通じた伐採・植替えの促進、横架材のスギ材への置換えに資する集成材工場の
整備、建築事業者によるスギJAS構造材の利用拡大、官民を挙げた花粉の少ない苗木の増産、木材加工業
者による高性能林業機械の導入、他産業との連携による労働力確保、スギ花粉の飛散防止剤の早期実用
化等の取組を支援
＜政策目標＞	○	スギ苗木の年間生産量に占める花粉の少ない苗木の割合の増加（約5割〈令和3年度〉	

➡	9割以上〈令和15年度まで〉）
	 ○	スギ花粉の発生量の削減（令和2年度比　約2割削減〈令和15年度まで〉、5割削減〈令和

35年度まで〉）

イ 林業・木材産業の生産基盤強化

路網の整備・機能強化、高性能林業機械の導入、搬出間伐の実施、再造林の低コスト化、エリートツリーの
安定供給とともに、木材加工流通施設の整備、特用林産振興施設の整備等の推進に向けた取組を支援
＜政策目標＞	○国産材の供給・利用量の増加（34百万㎥〈令和3年〉	➡	42百万㎥〈令和12年まで〉）

ウ 林業のデジタル化・イノベーションの推進

林業機械の自動化・遠隔操作化や木質系新素材の開発・実証、森林資源情報のデジタル化、新技術を活用
する高度技能者の育成、地域一体で林業活動にデジタル技術をフル活用する戦略拠点の構築等を支援
＜政策目標＞	○自動化等の機能を持った高性能林業機械等の実用化（8件〈令和7年度まで〉）
	 ○	デジタル技術を地域全体でフル活用する取組が普及（デジタル林業戦略拠点が1つ以上

ある都道府県数25〈令和12年度まで〉）

エ 建築用木材供給・利用の強化

木質耐火部材やJAS構造材の建築物への利用実証・普及、大径材活用に向けた技術開発、JAS製材のサプ
ライチェーンの構築に向けた中小工務店と製材工場のマッチング、製材やCLTを用いた建築物の低コスト
化に向けた技術開発や設計・建築実証等を支援
＜政策目標＞	○国産材の供給・利用量の増加（34百万㎥〈令和3年〉	➡	42百万㎥〈令和12年まで〉）

オ 木材需要の創出・輸出力の強化

非住宅建築物における木材利用の促進、工務店の技術サポート、木材製品の輸出促進、合法性確認の取組
などの合法伐採木材の利用促進、木質バイオマスを活用した「地域内エコシステム」の展開、国産特用林産
物の需要拡大等を支援
＜政策目標＞	○国産材の供給・利用量の増加（34百万㎥〈令和3年〉	➡	42百万㎥〈令和12年まで〉）

カ 林業の担い手の育成・確保

「緑の雇用」事業による新規就業者への体系的な研修、就業前の青年への給付金支給、高校生の林業体験
学習や女性の活躍促進、森林プランナーの育成、林業経営体の安全診断などの労働安全対策、森林経営
管理制度を担う技術者の能力向上等の取組を支援
＜政策目標＞	○新規就業者の確保（1200人〈令和6年度〉）
	 ○認定森林施業プランナーの育成（現役人数3500人〈令和12年度まで〉）
	 ○労働安全の向上（死傷年千人率5割削減〈令和12年まで〉）

キ 「新しい林業」の経営モデルの構築

伐採から再造林・保育に至る収支をプラス転換する「新しい林業」の実現に向け、新たな技術の導入による
経営モデルの構築等を支援
＜政策目標＞	○主伐の林業生産性向上（5割向上〈令和12年まで〉）

ク 意欲と能力のある経営者への融資の円滑化

意欲と能力のある林業経営者が行う機械導入・施設整備に対する融資の円滑化を支援
＜政策目標＞	○	スギ花粉の発生量の削減（令和2年度比　約2割削減〈令和15年度まで〉、5割削減〈令和

35年度まで〉）

ケ 山村の活性化

地域の活動組織や都市部との連携による里山林の保全管理や利用、国民参加の植樹の推進、新たな森林
コンテンツの制作・普及に向けた取組、森林由来J－クレジット創出・活用に向けた取組等を推進
＜政策目標＞○	新たな森林空間利用に関心のある企業等（382企業等〈令和4年度末時点〉	

➡	610企業等〈令和8年度まで〉）
	 ○	森林管理プロジェクトのクレジット認証量の拡大（12．9万CO2t〈令和4年度まで〉	

➡	120万CO2t〈令和12年度まで〉）

◎森林整備事業＜公共＞　1500億円

花粉発生源対策としてスギ人工林の伐採・植替え等を推進するとともに、森林吸収源の機能強化・国土強
靭化に向けて、間伐、主伐後の再造林、幹線となる林道の開設・改良等を着実に推進
＜事業目標＞	○	森林吸収量の確保に向けた間伐の実施（45万ha〈令和3年度から令和12年度までの10

年間の年平均〉）
	 ○	スギ花粉の発生量の削減（令和2年度比　約2割削減〈令和15年度まで〉、5割削減〈令和

35年度まで〉）

◎治山事業＜公共＞　746億円

豪雨や地震等に起因する山地災害から国民の生命・財産を守るため、流木対策や機能強化対策の充実な
ど、多様化する災害に対応した治山対策を図るとともに、流域治水との連携拡大や生態系を活用した防災・
減災（Eco－DRR）等の強化により、国土強靭化に向けた取組を推進。
＜事業目標＞	○	周辺の森林の山地災害防止機能等が適切に発揮された集落の増加

◎農山漁村地域整備交付金＜公共＞　921億円

地方の裁量によって実施する農林水産業の基盤整備や農林漁村の防災・減災対策を支援
＜事業目標＞	○全農地面積に占める担い手が利用する面積の割合の増加（8割）
	 ○木材供給が可能となる育成林の資源量の増加
	 ○	ゼロメートル地帯等における海岸堤防等の津波・高潮対策の実施率（64％〈令和7年度ま

で〉）

令和6年度林野庁関係
予算概算要求について

部 門 費 用 収 益 損 益
指導部門 4,170 1,810 △ 2,360
販売部門 184,220 192,305 8,085
加工部門 94,700 96,500 1,800
森林整備部門 618,678 836,969 218,291
合　　計 901,768 1,127,584 225,816

Ⅰ．事業総利益������������ 225,816

Ⅱ．事業管理費������������ 223,945

Ⅲ．事業外損益������������� 1,450

Ⅳ．特別損益���������������� 0

Ⅴ．利益剰余金（税引前剰余金）������ 3,321

1 部門別損益計画 2 事業総損益（単位：千円）

令和5年度事業計画

令和6年度林野庁関係予算概算要求の概要が発表されました。
その要求総額は3,557億円で、令和5年度当初予算額との対比では、116％増となっています。
主な事業と、その予算額は次のとおりです

◎重点事項 30年後の花粉発生量の半減に向けてスギ人工林の伐採・植替え等の花粉症発生源対策に加え、カーボンニュートラルなど
の実現に向けて川上から川下までの森林・林業・木材産業政策を総合的に支援する交付金を創設する等の取組を推進「花粉削減・グリーン成長総合対策」
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今
回
の
計
画
案
は
令
和
6
年
4
月
を

始
期
と
し
て
令
和
21
年
3
月
ま
で
の
15

年
間
の
計
画
で
す
。
こ
れ
は
令
和
3
年

に
策
定
さ
れ
た
森
林
・
林
業
基
本
計
画

に
お
け
る
「
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
関
す
る
目
標
」
の
実
現
に

向
け
て
、
最
新
の
森
林
資
源
量
を
踏
ま

え
、
新
た
な
計
画
期
間
に
応
じ
た
計
画

量
を
算
定
す
る
と
と
も
に
、
令
和
3
年

6
月
以
降
に
生
じ
た
情
勢
の
変
化
や
新

た
な
施
策
の
導
入
を
踏
ま
え
た
見
直
し

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
標
や
計

画
量
は
表
1
及
び
2
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
施
策
の

導
入
に
か
か
る
見
直
し
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
全
国
森
林
計
画
と
は
、
森
林
法
第
4

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣

が
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
即
し
て
5

年
ご
と
に
15
年
を
1
期
と
し
て
立
て
る

計
画
で
す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
水
系
等
の
自

然
的
条
件
を
基
本
と
し
て
、
森
林
資
源

の
類
似
性
、
行
政
区
画
等
の
社
会
的
経

済
的
条
件
を
勘
案
し
て
定
め
た
44
の
広

域
の
流
域
ご
と
に
、
森
林
の
整
備
及
び

保
全
の
目
標
、
伐
採
立
木
材
積
や
造
林

面
積
、
林
道
開
設
な
ど
の
計
画
量
や
施

業
の
基
準
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
都
道

府
県
知
事
が
立
案
す
る
「
地
域
森
林
計

画
」
、
森
林
管
理
局
長
が
立
案
す
る

「
国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
」
の

指
針
と
な
り
ま
す
。

盛
土
等
の
安
全
対
策
の

適
切
な
実
施
及
び

林
地
開
発
許
可
制
度
の

適
切
な
運
用

令
和
5
年
5
月
に
施
行
さ
れ
た「
宅

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法（
通

称
：
盛
土
規
制
法
）」
を
踏
ま
え
、盛
土

等
の
安
全
対
策
の
実
施
に
関
す
る
記
述

の
追
加
を
案
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
令
和
4
年
9
月
の
森
林
法
施
行
令

な
ど
林
地
開
発
許
可
制
度
の
許
可
基
準

の
見
直
し
、
こ
れ
は
前
号
の
く
み
あ
い

通
信
で
も
紹
介
し
ま
し
た
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
に
か
か
り
許
可
が
必
要
な

面
積
規
模
の
引
き
下
げ
等
を
受
け
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
材
の
合
法
性
確
認
の

取
組
強
化

令
和
5
年
4
月
に
改
正
さ
れ
た「
合

法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律（
通
称
：
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
）」
を
踏
ま
え
、木
材
関
連
事

業
者
の
取
り
組
み
に
関
す
る
記
述
を
充

実
さ
せ
て
お
り
、
合
法
性
木
材
等
の
取

扱
数
量
の
増
加
等
を
着
実
に
進
め
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

花
粉
症
発
生
源
対
策
の

加
速
化

今
号
で
紹
介
し
た
林
野
庁
概
算
予
算

要
求
で
も
触
れ
て
い
た
、
新
た
な
花
粉

症
対
策
に
関
わ
る
取
り
組
み
が
全
国
森

林
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、「
森
林

整
備
及
び
保
全
の
基
本
的
な
考
え
方
」

と「
森
林
の
立
木
竹
の
伐
採
、
造
林
並

び
に
間
伐
及
び
保
育
に
関
す
る
事
項
」

の
項
目
に
花
粉
の
発
生
源
対
策
と
し
て

「
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採・植
替
え
等
の
加

速
化
」
に
関
す
る
記
述
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。林

業
労
働
力
の

確
保
の
推
進

令
和
4
年
10
月
の「
林
業
労
働
力
の

確
保
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
変

更
」
を
踏
ま
え
、
林
業
に
従
事
す
る
者

の
養
成
及
び
確
保
の
項
目
に
林
業
へ
の

新
規
参
入
・
起
業
等
に
よ
り
林
業
従
事

者
の
裾
野
の
拡
大
、女
性
な
ど
の
活
躍・

定
着
、
外
国
人
材
の
適
正
な
受
入
等
に

関
す
る
記
載
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
度
な
森
林
資
源
情
報
の

整
備
・
活
用

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
や
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
等
の
新
た
な
技
術
の
進

展
を
踏
ま
え
て
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
等

に
よ
り
森
林
情
報
の
活
用
、
例
を
挙
げ

る
と
現
地
調
査
の
省
力
化
、
適
切
な
伐

採
区
域
の
設
定
、
林
道
な
ど
の
路
網
整

備
の
効
率
化
、
崩
壊
リ
ス
ク
が
高
い
箇

所
に
お
け
る
効
果
的
な
治
山
施
設
の
配

置
に
加
え
シ
カ
害
を
含
め
た
森
林
状
況

を
適
確
に
把
握
す
る
た
め
の
活
用
を
図

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
全
国
森
林
計
画
の
次
期
計
画

案
は
本
年
8
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
、
同
年
9
月
に
林
政
審

議
会
に
お
い
て
答
申
の
後
、
同
年
10
月

を
め
ど
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
林

野
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
素
案
の
概
要

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/rinsei/attach/pdf/230727-3.
pdf

次期全国森林計画の計画量等

森林計画制度の体系

森林の整備及び
保全の目標

森林・林業基本計画に即し、森林の整備及び保全の目標を設定
基本計画で示す森林の多面的機能の発揮に関する目標値に基づき
下記の目標を設定

森林・林業基本計画の考え方と最新の森林資源の状況を踏まえ、
計画期間が5年間スライドすることに応じた計画量を算出

計画量
（15 年間の総量）

注1）�計画量（案）のうち、保安林面積は計画期末（令和20年度末）の面積
注2）��実績のうち、保安林面積は令和3年度末の面積、治山事業施工地区数は平成29～令和3年度の5年間の年平均を計上

区　分 現　況
（R4.3.31）

計画期末
（R21.3.31）

（参考）
森林林業基本計画に
おける指向する
森林の状態

育成単層林 1,009万9千ha 980万1千ha 660万ha

育成複層林 111万0千ha 1,72万7千ha 680万ha

天然生林 1,381万6千ha 1,349万7千ha 1,170万ha

森林蓄積 222㎥/ha 238㎥/ha

区　　分
計画量（案） （参考）

実績R1～3年
平均

15年間総量 年平均

伐採立木材積

総　数 8億8,899万㎥ 5,927万㎥ 4,897万㎥

主　伐 5億4,458万㎥ 3,631万㎥ 3,122万㎥

間　伐 3億4,441万㎥ 2,296万㎥ 1,775万㎥

間伐面積（参考） 588万6千ha 39万2千a 36万2千ha

造林面積
人工造林 137万5千ha 9万2千ha 3万4千ha

天然更新 79万2千ha 5万3千ha 5万6千ha

林道開設量 14.6千km 1.0千km 0.5千km

保安林面積 1,306万2千ha － 1,226万1千ha

治山事業施工地区数 336百地区 22百地区 23百地区

政府　 森林・林業基本計画法第11条
森林・林業基本計画

・長期的かつ総合的な政策の方向・目標

農林水産大臣　　 森林法第4条
全国森林計画（15年計画）

・国の森林整備及び保全の方向
・地域森林計画等の指針

（民有林）都道府県知事　 森林法第5条

・都道府県の森林関連施策の方向
・伐採、造林、林道、保安林の整備の目標
 等
・市町村森林整備計画の指針

地域森林計画（10年計画）
市町村長　 森林法第10条の5

市町村森林整備計画
（10年計画）

森林所有者等　 森林法第11条
森林経営計画（5年計画）

（国有林）森林管理局長 森林法第7条の２

国有林の地域別の森林計画
（10年計画）

・国有林の森林整備、保全の方向
・伐採、造林、保安林の整備の目標等

樹立時に調整

森林所有者又は森林所有者から森林の
経営の委託を受けた者が、自らが森林
の経営を行う森林について、自発的に
作成する具体的な伐採・造林、森林の保
護、作業路網の整備等に関する計画

一般の森林所有者に対する措置
・伐採及び伐採後の造林の届出
・施業の勧告
・無届伐採に係る伐採の
 中止命令・造林命令
・伐採及び伐採後の造林の計画の
 変更・遵守命令　等

森林整備保全事業計画
（5年計画）

森林整備事業と治山事業
に関する事業計画

則
し
て

則
し
て

適
合
し
て

適
合
し
て

則
し
て

・市町村が講ずる森林関連施策の方向
・森林所有者等が行う伐採、造林、森林
 の保護等の規範
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5

令
和
6
年
度
の
林
野
庁
予
算
概
算
要

求
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
同

年
度
よ
り
国
で
は
ス
ギ
花
粉
症
発
生
源

対
策
に
関
わ
る
様
々
な
事
業
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

社
会
問
題
と
し
て
、
多
く
の
国
民
が

苦
し
め
ら
れ
て
い
る
ス
ギ
花
粉
症
で
す
が
、

最
近
、
報
道
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
で
、
令
和
6
年
か
ら
の
新
た
な
取
り

組
み
と
お
感
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
ス
ギ
花
粉
の
対
策

は
平
成
13
年
以
降
、
予
算
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
の

生
産
や
植
替
え
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
令
和
6
年
か
ら
10
年

間
は
ギ
ア
を
数
段
上
げ
て
取
り
組
む
と

い
う
も
の
で
、
対
策
と
し
て
「
発
生
源

対
策
」「
飛
散
対
策
」「
発
症
・
曝
露

対
策
」
の
3
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

1 

発
生
源
対
策

伐
採現

在
、
年
間
約
5
万
ha
伐
採
さ
れ
て

い
る
ス
ギ
人
工
林
を
10
年
後
に
約
7
万

ha
ま
で
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
花
粉

が
少
な
い
品
種
（
無
花
粉
・
少
花
粉
・

低
花
粉
）
へ
の
植
替
え
を
推
進
し
、
10

年
後
に
花
粉
の
発
生
源
と
さ
れ
る
ス
ギ

人
工
林
を
2
割
減
少
さ
せ
、
約
30
年
後

に
は
花
粉
発
生
量
を
半
減
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

ス
ギ
材
の
需
要

ス
ギ
伐
採
材
が
増
加
す
る
こ
と
への
対

策
と
し
て
、
住
宅
部
門
で
の
ス
ギ
材
製

品
へ
の
転
換
や
横
架
材
な
ど
輸
入
材
を

代
替
可
能
な
製
品
を
製
造
す
る
技
術
の

普
及
、
J
A
S
規
格
・
建
築
基
準
の

合
理
化
、
花
粉
症
対
策
へ
の
貢
献
度
を

明
示
し
た
国
産
材
住
宅
の
表
示
な
ど
、

ス
ギ
材
の
需
要
を
現
在
の
1
2
4
0
万

㎥
か
ら
10
年
後
に
は
1
7
1
0
万
㎥
に

拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

花
粉
の
少
な
い
苗
木

さ
ら
に
花
粉
の
少
な
い
苗
木
への
植
替

え
の
促
進
を
支
え
る
苗
木
生
産
の
拡
大

も
盛
り
込
ま
れ
、
都
道
府
県
は
品
種
の

開
発
・
生
産
・
流
通
・
普
及
促
進
に
努
め
、

10
年
後
に
は
生
産
さ
れ
る
ス
ギ
苗
木
の

9
割
以
上
を
花
粉
の
少
な
い
品
種
に
置

き
換
え
る
こ
と
を
目
標
に
定
め
て
い
ま
す
。

労
働
力

ま
た
同
時
に
林
業
の
生
産
性
の
向
上

と
労
働
力
の
確
保
も
示
さ
れ
、
高
性
能

林
業
機
械
の
開
発
導
入
と
と
も
に
、
林

業
へ
の
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
に

努
め
つ
つ
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
も
視
野
に
入
れ
、
10
年
後
も
現
在
と

同
程
度
の
人
材
を
確
保
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

2 

飛
散
対
策

飛
散
量
の
予
測

ス
ギ
雄
花
の
花
芽
の
調
査
を
現
在
の

34
都
府
県
か
ら
全
国
に
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
調
査
地
点
の
倍
増
を
行
い
ま
す
。

加
え
て
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
り
ス

ギ
人
工
林
の
分
布
や
森
林
の
地
形
な
ど

の
情
報
、
AI
等
を
活
用
し
た
花
粉
の
飛

散
に
特
化
し
た
三
次
元
の
気
象
情
報
、

花
粉
飛
散
量
の
実
測
デ
ー
タ
等
を
提
供

し
、
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
花
粉
飛

散
の
予
測
精
度
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

飛
散
防
止

薬
剤
の
改
良
や
散
布
技
術
の
開
発
に

取
り
組
み
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止
剤

の
開
発
を
促
進
し
て
、
5
年
後
を
め
ど

に
実
用
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

3 

発
症
・
曝
露
対
策

ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
（
舌
下
免
疫

療
法
）
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
への
情
報

提
供
と
広
報
を
進
め
る
と
と
も
に
、
舌

下
免
疫
療
法
の
治
療
薬
を
現
在
の
年
間

25
万
人
分
を
5
年
以
内
に
1
0
0
万

人
分
へ
と
増
産
を
図
る
と
と
も
に
新
た
な

治
療
法
・
治
療
薬
の
開
発
を
支
援
し
ま

す
。ま

た
衣
服
や
網
戸
な
ど
、
花
粉
対
策

と
し
て
認
証
を
取
得
し
て
い
る
商
品
の

拡
大
・
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
現
在

研
究
が
進
め
ら
れ
る
ス
ギ
花
粉
症
緩
和

米
の
実
用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

さ
ら
に
予
防
行
動
と
し
て
、
花
粉
への

曝
露
を
軽
減
す
る
企
業
等
に
よ
る
柔
軟

な
働
き
方
等
の
推
進
の
た
め
の
整
備
を

進
め
る
も
の
で
す
。

以
上
が
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
推
進

方
針
の
概
要
で
す
。

国
も
農
林
水
産
省
・
林
野
庁
だ
け
で

な
く
、
環
境
省
や
厚
生
労
働
省
、
経
済

産
業
省
、
文
部
科
学
省
と
い
っ
た
省
庁

を
横
断
す
る
対
策
と
と
も
に
都
道
府
県

や
市
町
村
、
森
林
・
林
業
関
係
者
が一

体
と
な
って
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
打

ち
出
し
て
お
り
、
そ
の
本
気
度
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

さ
ら
に
将
来
的
に
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
も
、

ス
ギ
同
様
、
花
粉
発
生
源
対
策
を
取
り

組
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
は
こ

の
方
針
を
参
考
に
進
め
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

森
林
・
林
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
、

高
齢
級
化
が
進
む
人
工
林
の
更
新
の一助

に
な
る
も
の
と
し
て
好
意
的
に
受
け
入
れ

る一方
で
、
伐
採
さ
れ
た
ス
ギ
材
の
需
要

が
喚
起
さ
れ
な
い
と
、
さ
ら
な
る
価
格

の
下
落
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
た
花
粉
の
時
期
に
悪
者
に
さ
れ

る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
す
が
、
花
粉
の
飛
散

を
抑
え
る
こ
と
で
、
汚
名
挽
回
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

4~5 ~6 ~7 ~8 ~9 ~10 ~11 ~12 ~12 ~14 ~15 ~16 ~17 ~18 ~19 19~
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70

（万 ha）

（齢級）

10年後（2割減）

30年後（半減）

現状（R2）
対策を講じた10年後（R15）

対策を講じた30年後（R35）

花粉発生源となるスギ人工林（4齢級以上）は431万ha

　現在、花粉飛散を防止する 2種類の薬剤の研究や
実証実験が進んでいます。
　ひとつは天然油脂由来の「トリオレイン酸ソルビタ
ン」という物質。化粧品などにも用いられる界面活性
剤で、すでに農薬としての登録もされています。
　薬品濃度を５％に希釈した液体を散布したところ、
スギ雄花の９割を枯死させた一方で、昆虫や農作物な
どへの影響はほとんど見られなかったとのこと。
　もうひとつは、「シドウィアヤポニカ」という菌で
（以後「シドウィア菌」といいます。）スギ雄花に寄生
するカビの仲間です。この菌が感染するとスギ雄花が
赤褐色に変色し、さらに感染が進むと壊死します。壊
死した雄花は開花しないので花粉が飛散しません。
　枯死した雄花は落下せず、菌は雄花の中で新たな胞
子を形成し、他の枝の雄花にも感染を引き起こすこと
から、継続的な花粉の飛散の抑制効果が期待できます。
　このシドウィア菌も自然界で存在する菌で、他の生
物への影響はないとされています。
またヒノキ雄花も感染することが確認されており、ス
ギ・ヒノキ花粉の問題解決に役立つことが期待されま
す。
　いずれの薬剤も散布方法や薬剤量が課題で、一定量
を広範囲に薬剤散布ができるかが鍵です。現在、ラジ
コンヘリやドローンなど、他の薬剤散布で効果のあっ
た機材を用いての実証実験が進められています。

スギ花粉の飛散防止への
取り組み

スギ材の需要拡大も重要な課題

花粉の少ないスギ品種「神崎 15 号」（左）と一般のスギ
（出展）国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所材木育種センター

スギ花粉発生源対策
推進方針について
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我
が
国
で
は
、
戦
後
に
国
策
と
し
て

推
し
進
め
ら
れ
た
拡
大
造
林
で
全
国
各

地
に
多
く
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
我
が
国
の
林
業

は
、
そ
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
森
林
か
ら

木
材
を
生
み
出
す
こ
と
が
主
流
に
な
り

ま
し
た
。

そ
う
し
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

に
お
け
る
林
業
が
展
開
さ
れ
る
一
方
で
、

天
然
林
に
も
と
も
と
多
く
賦
存
す
る
広

葉
樹
の
伐
採
、
利
用
と
と
も
に
、
ク
ヌ

ギ
や
コ
ナ
ラ
の
人
工
造
林
も
小
規
模
で

は
あ
る
も
の
の
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
で
は
、
広

葉
樹
材
は
、
大
量
の
需
要
に
支
え
ら
れ

る
こ
と
は
な
く
、
様
々
な
用
途
に
少
量

の
利
用
が
行
わ
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、
海
外
か

ら
の
広
葉
樹
材
の
輸
入
減
少
や
東
日
本

大
震
災
以
降
の
き
の
こ
原
木
の
不
足
、

さ
ら
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
に
よ
る

薪
材
利
用
の
増
加
な
ど
、
広
葉
樹
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
大
阪
の
里
山
に
多
く
賦
存

す
る
広
葉
樹
林
の
現
状
と
そ
こ
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
広
葉
樹
材
の
利
用
に
つ
い

て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
．府
内
の
広
葉
樹
林
の
現
状

林
野
庁
の
調
べに
よ
る
と
、
府
内
に
は
、

ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
類
、そ
の
他
の
広
葉
樹
か

ら
な
る
人
工
林
で
2
，0
3
3
ha
あ
り
、

広
葉
樹
の
天
然
林
が
1
万
2
1
6
9
ha

で
、人
工
林
と
天
然
林
を
あ
わ
せ
て

1
万
4
2
0
2
ha
の
広
葉
樹
林
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、令
和
4
年
度
末
現
在
の

府
内
の
森
林
面
積
5
万
5
0
4
8
ha

の
約
26
％
に
あ
た
り
ま
す
。
林
野
庁
の

統
計
で
は
、
そ
の
他
広
葉
樹
を
構
成
す

る
樹
種
別
の
面
積
は
不
明
で
す
が
、
森

林
の
様
相
は
、
そ
の
多
く
が
雑
木
林
と

言
え
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
府
内
に
は
、
マ
ツ
類
の
人
工

林
が
5
，2
3
2

	

ha
、
さ
ら
に
針
葉
樹

の
天
然
林
が
1
万
2
8
9
3
ha
あ
り

ま
す
が
、
松
く
い
虫
被
害
に
よ
る
マ
ツ

の
枯
損
や
昔
の
よ
う
に
マ
ツ
タ
ケ
山
と

し
て
の
整
備
も
見
ら
れ
な
い
現
状
か
ら

す
る
と
、
そ
れ
ら
の
多
く
の
森
林
で
は

マ
ツ
等
の
針
葉
樹
に
加
え
、
灌
木
な
ど

が
混
生
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
雑
木
林

と
言
え
る
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

府
内
で
は
、
古
く
か
ら
炭
材
を
収
穫

す
る
目
的
で
造
林
さ
れ
た
ク
ヌ
ギ
林
が

北
摂
地
域
で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

能
勢
町
で
は
、
特
徴
の
あ
る
形
状
を
し

た
「
台
場
ク
ヌ
ギ
」
と
呼
ば
れ
る
ク
ヌ

ギ
が
群
生
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る

地
域
が
あ
り
ま
す
。

こ
の「
台
場
ク
ヌ
ギ
」は
、
炭
焼
き
の

材
料
と
す
る
た
め
に
約
10
年
ご
と
に
、

地
上
か
ら
1
～
2
m
の
所
で
伸
び
た
枝

（
萌
芽
枝
）
を
伐
採
す
る
こ
と
を
繰
り

返
し
行
っ
て
き
た
結
果
、
萌
芽
枝
の
土

台
と
な
っ
た
主
幹
が
ず
ん
ぐ
り
と
太
く

な
っ
た
ク
ヌ
ギ
で
す
。

一
方
で
、
府
内
の
広
葉
樹
林
は
、
豊

か
な
生
物
多
様
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

管
理
さ
れ
た
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
の
林

で
は
多
様
な
昆
虫
類
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
藪
状
化
し
た
雑
木
林
に
手

を
入
れ
、
灌
木
を
伐
採
し
、
林
内
に
光

が
入
る
空
間
に
す
る
こ
と
で
、
明
る
い

林
床
を
好
む
生
き
物
の
生
息
の
場
と
な

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
北
摂
地
域
で
は
、

鹿
の
生
息
頭
数
の
増
加
や
生
息
区
域
の

拡
大
が
進
行
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
農
林
業
被
害
も
著
し
く
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。
大
阪
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

鹿
に
よ
る
被
害
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら

顕
著
に
な
り
、
平
成
7
年
度
を
ピ
ー
ク

に
高
水
準
に
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
森
林
に
お
い
て
は
、
鹿

の
生
息
密
度
が
高
い
地
域
で
食
害
に
よ

る
下
層
植
生
の
衰
退
が
進
行
し
て
お
り
、

表
土
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
生

物
多
様
性
の
維
持
・
保
全
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

シカによる食害で下層植生が乏しい雑木林
（シカが食べないアセビだけが繁茂）

2
．府
内
の
広
葉
樹
材
利
用
の
現
状

次
に
、
府
内
の
広
葉
樹
材
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
森
林
組
合
の
共
販
所
に
お
け

る
広
葉
樹
材
の
取
り
扱
い
状
況
で
は
、

過
去
15
年
間
の
取
扱
量
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
の
7
年
間
は
年
間
1
0
0
㎥

を
超
え
る
取
扱
量
が
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
1
0
0
㎥
を
割

り
込
み
、
さ
ら
に
こ
こ
4
年
間
は
20
㎥

前
後
と
低
調
な
取
扱
量
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
売
り
に
出
荷
さ
れ
る
広

葉
樹
の
産
地
で
は
、
府
内
産
は
毎
年
市

売
り
に
安
定
的
に
出
材
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
出
材
さ
れ
て
も
わ
ず
か
な
量
と

い
っ
た
状
況
で
、
共
販
所
に
出
材
さ
れ

る
広
葉
樹
の
多
く
は
近
年
で
は
和
歌
山

県
内
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
次
に
森
林
組
合
自
ら
の
広
葉

樹
材
の
取
扱
い
状
況
を
見
て
み
ま
す
。

森
林
組
合
で
は
主
に
椎
茸
原
木
と
薪

の
販
売
で
広
葉
樹
材
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
令
和
4
年
度
の
椎
茸
原
木
の
取

扱
量
は
、
4
，8
6
4
本
で
、
そ
の
内

北
摂
の
2
支
店
で
約
8
5
0
本
、
残

り
を
泉
州
支
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
し
て
い
る
原
木
の
産
地
と
し
て
は
、

豊
能
・
三
島
支
店
分
は
全
て
北
摂
産
の

ク
ヌ
ギ
と
コ
ナ
ラ
が
主
体
の
広
葉
樹
で

す
が
、
泉
州
支
店
分
は
、
府
外
か
ら
原

木
を
調
達
し
て
い
る
状
況
で
す
。

一
方
、
薪
の
令
和
4
年
度
の
取
扱
量
は
、

1
万
6
4
9
3
束
で
、そ
の
内
約
1
万

束
を
豊
能
支
店
が
取
り
扱
っ
て
お
り
、

残
り
を
三
島
支
店
と
南
河
内
支
店
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
豊
能
支
店
以
外

は
、
森
林
組
合
が
地
域
の
N
P
O
や
組

合
員
な
ど
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
薪
を
買

い
取
り
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
豊
能
支
店
の
薪
取
扱
量
の
内
、

ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
を
主
体
と
す
る
広
葉

樹
の
薪
は
、
令
和
4
年
度
で
薪
全
体
の

約
9
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

経
済
性
と
都
市
農
山
村
交
流
の

価
値
を
持
つ「
広
葉
樹
林
業
」の

展
開
に
向
け
て

府
内
産
の
広
葉
樹
材
の
利
用
実
態
に

つ
い
て
は
、
森
林
組
合
が
行
っ
て
い
る

薪
や
椎
茸
原
木
の
生
産
、
販
売
に
限
ら

れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

現
在
、
豊
能
支
店
で
は
ク
ヌ
ギ
や
コ

ナ
ラ
の
広
葉
樹
の
薪
材
を
主
体
に
販
売

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
売
り
上
げ
で
見

る
と
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
4
年
度

ま
で
年
間
1
万
束
～
1
万
5
0
0
0
束

程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
安
定
し
た
販

売
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

能
勢
町
近
隣
に
広
が
る
郊
外
住
宅
地

の
住
民
の
方
々
か
ら
は
、
火
持
ち
の
良

い
広
葉
樹
の
薪
を
求
め
る
旺
盛
な
ニ
ー

ズ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
広
葉
樹

材
利
用
の
有
望
な
用
途
で
あ
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
財
源
が
国

か
ら
市
町
村
に
配
当
さ
れ
て
い
る
森
林

環
境
譲
与
税
が
都
市
部
の
自
治
体
の
森

林
へ
の
関
心
を
高
め
る
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
都
市
部
の
自
治

体
と
農
山
村
の
自
治
体
と
が
結
び
つ
き
、

森
林
の
無
い
都
市
部
の
自
治
体
が
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
農
山
村
の

手
入
れ
不
足
の
森
林
を
整
備
す
る
取
組

み
も
全
国
で
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

府
内
に
お
い
て
も
豊
中
市
が
能
勢
町

の
雑
木
林
で
経
済
性
を
備
え
た
ク
ヌ
ギ

を
植
栽
し
、
あ
わ
せ
て
都
市
部
の
子
供

た
ち
が
自
然
観
察
も
行
え
る
広
葉
樹
の

森
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
取
組
み
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
中
市
で
は
、
令
和
3
年
度
か
ら
毎

年
、市
の
子
供
た
ち
が
能
勢
町
の
森
林
で

自
然
観
察
な
ど
を
行
う「
里
山
D
A
Y

キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
取
組
み
も
市
の
森
林
環
境
譲
与

税
を
能
勢
町
の
森
づ
く
り
に
活
用
す
る

原
動
力
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

都
市
農
山
村
交
流
の
具
体
的
取
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
都
市
部
の
自
治
体
と

農
山
村
の
自
治
体
が
連
携
し
て
、
手
入

れ
不
足
の
里
山
を
近
い
将
来
に
薪
な
ど

の
短
期
的
収
入
が
期
待
で
き
る
広
葉
樹

の
森
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
大
阪
に
お

け
る
、
言
わ
ば
「
広
葉
樹
林
業
」
と
も

呼
べ
る
新
た
な
林
業
が
展
開
し
て
い
け

る
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

森林組合での薪生産（豊能支店）

里山DAYキャンプの様子（能勢町内）
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森林組合共販所の広葉樹取扱量（材積：㎥）

H20 H21H22 H23H24H25 H26H27 H28 H29H30 R1 R2 R3 R4

㎥

年

府内の人工林・天然林
樹種別広葉樹面積割合

林野庁調べ
「平成29年森林資源現況調査」より

天然林・広葉樹 86％

人工林・ナラ類 ６％
人工林・その他広葉樹 ６％ 人工林・クヌギ ２％

大阪の広葉樹の大阪の広葉樹の
活用を考える活用を考える

台場クヌギ（能勢町内）

3
．
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■今秋から今冬にかけてのイベントスケジュール
施設名 イベント名 内容 開催日 申込

ラ・フォレスタ 森の人をつくろう 素焼きの仮面と草や木、実のからだ
の森の人をつくりましょう

11月26日(日）
13：00〜15：00

定員８名
参加費2,500円

木根館 季節のワンコイン
干支シリーズ「たつ」

大好評の干支シリーズ
来年の干支「たつ」を作ります 12月1日より

申込不要
先着100セット
参加費500円

木根館
かんなのはな「大きい
松ぼっくりのクリスマス
オーナメント」

大王松の松ぼっくりと様々な素材を
組み合わせてクリスマスオーナメン
トを作ります

12月3日（日）
9：30〜12：30

11/10申込開始
先着15名

参加費3,000円

木根館 新登場！お正月飾り
「門杉（カドスギ）」

ヒノキやスギの葉、南天などをアレ
ンジしてお正月飾り「門杉（カドス
ギ）」を作ります

12月17日（日）
9:30〜13:30

11/8申込開始
先着12名

参加費3,000円

ラ・フォレスタ 奄美大島の自然と
カエル

世界自然遺産にも登録される奄美
大島の自然とカエルについてのお
話しを聞きます

3月10日（日）

10:00〜11:00

定員15名
資料代300円
電話申込

木根館 ラ･フォレスタ木根館 ラ･フォレスタ
イベント情報イベント情報

Facebook／ホームページをご覧ください

●ラ・フォレスタ  ☎0721-72-0090
ホームページ▶http://www.sinrin.org/foresta/
●木根館 ☎0721-64-8151
ホームページ▶http://www.sinrin.org/kinkonkan

　秋の深まりとともに木根館で開催されるワークショップは、
クリスマスやお正月を彩るクラフトづくりをラインナップ。
　なかでも新登場のお正月飾りの「門杉（カドスギ）」に注
目。お正月には竹と松の葉で作る門松が一般的ですが、「門
杉（カドスギ）」は、鉢にヒノキとスギの葉や南天の実でデコ
レーションしてオリジナルのお正月飾りに仕上げます。
　少し変わったお正月飾りを作ってみませんか？
　人気の「かんなのはな」は大石聖子先生に指導いただき、
大きな松ぼっくりとトウヒ・メタセコイア・コウヨウザンの実
やポインセチアを組み合わせたクリスマスオーナメントを作
ります。
　フォレスタでは鮫島三和子先生の指導で素焼きの仮面の
森の人づくり。からだは草や木、実などを束ねたり差し込ん
だりして、あなただけの森の人をつくり、お部屋に飾ってみ
ませんか？
　また「奄美大島の自然とカエル」は、浅妻祐一郎さんに世
界自然遺産に登録される自然豊かな奄美大島と9種類の生
息するカエルのお話しをしていただきます。
　ぜひ木根館＆ラ・フォレスタにお越しください。

大
阪
府
内
の
市
町
村
に
お
い
て
、
国

の
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
を
活
用
し
、

森
林
整
備
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
木
材

利
用
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
令
和
5
年
度
か
ら
取
り
組
み

が
開
始
さ
れ
た
、
泉
南
市
内
に
お
け
る

小
学
校
学
習
机
の
天
板
交
換
を
紹
介
し

ま
す
。

本
年
は
泉
南
市
立
砂
川
小
学
校（
4

年
生
～
6
年
生
、
英
語
ル
ー
ム
な
ど
）

3
3
0
枚
と
同
東
小
学
校（
全
学
年
）

89
枚
の
合
計
4
1
9
枚
の
学
習
机
天

板
を
交
換
し
ま
し
た
。

使
用
し
た
木
材
は
大
阪
府
内
産
材

（
主
に
泉
州
地
域
産
材
）
の
間
伐
材
を

台
形
集
成
材
加
工
し
た
も
の
で
、
表
面

に
は
硬
質
U
V
塗
装
を
施
し
、文
字
を

書
く
程
度
の
筆
圧
で
は
傷
が
付
き
に
く

い
加
工
も
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
形
集
成
材
の
材
料
は
ヒ
ノ
キ
材

で
、
節
あ
り
を
含
め
た
末
口
10
㎝
程
の

末
材
で
製
作
で
き
、
普
段
は
採
算
が
合

わ
ず
林
内
に
残
置
し
て
く
る
末
材
の
有

効
活
用
を
図
れ
る
こ
と
が
特
徴
。そ
の

こ
と
で
森
林
所
有
者
様
へ
の
還
元
や
林

地
残
材
の
処
理
に
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
26
年
度

か
ら
本
格
的
に
間
伐
材
搬
出
が
始
ま
っ

て
、
台
形
集
成
材
の
製
作
に
も
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。過
去
に
は
家
具
や
内

装
材
へ
の
使
用
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
よ
う
に
一
定
量
を
ま
と
め
て
活

用
す
る
こ
と
は
初
め
て
で
あ
り
、
や
っ

と
日
の
目
を
み
た
と
い
う
の
が
担
当
者

の
感
想
で
す
。

交
換
前
の
学
習
机
天
板
の
大
き
さ

は
旧
J
I
S
規
格
で
あ
り
、幅
6
0
0

ミ
リ
×
奥
行
4
0
0
ミ
リ
で
し
た
が
、

新
し
い
天
板
は
新
J
I
S
規
格
の
幅

6
5
0
ミ
リ
×
奥
行
4
5
0
ミ
リ
で

す
の
で
、学
習
資
材
が
多
様
化
す
る
中
、

以
前
よ
り
広
々
と
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
令
和
5
年
7
～
8
月
の
夏
休

み
期
間
中
に
交
換
作
業
を
終
え
、
対
象

教
室
の
子
供
た
ち
は
、
木
の
温
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
真
新
し
い
天
板
の
机
で
今

は
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
実
際
に
肌
に
触
れ
た
地
域

産
木
材
の
活
用
及
び
森
林
の
健
全
な
維

持・保
全
を
学
ぶ
た
め
、天
板
交
換
し
た

砂
川
小
学
校
3
学
級
、
東
小
学
校
1
学

級
を
対
象
に
約
45
分
間
の
森
林
環
境
授

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
来
年
度
以
降
も
天
板
交
換
と
森
林

学
習
の
事
業
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
和
泉
市
に
お
い
て
も
令
和

7
年
4
月
開
校
予
定
の
小
中
一
貫
校

「（
仮
称
）
槇
尾
学
園
」
の
建
設
が
進
ん

で
い
る
中
、『
い
ず
も
く（
和
泉
市
内
産

木
材
）
製
』
学
習
机
の
導
入
が
決
ま
っ

て
お
り
、4
3
6
台
の
学
習
机
の
製
作・

搬
入
を
泉
州
支
店
で
受
注
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
和
泉
市
内
の
間
伐
現
場
か

ら
原
木
を
台
形
集
成
材
工
場
に
搬
入

し
、
完
成
天
板
を
学
習
机
メ
ー
カ
ー
で

組
立
て
、
令
和
6
年
7
～
8
月
の
夏
休

み
期
間
中
で
の
納
品
に
向
け
こ
れ
か
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
向
け
、
組

合
と
し
て
も
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

台形集成材のブロック

天板を交換した学習机

学校に運びこまれた天板

大阪府内産木材を大阪府内産木材を
活用した学習机の活用した学習机の
導入・交換について導入・交換について

友達登録いただくと「木工体験100円引きクー
ポン」をプレゼント中。その他イベント情報などを
お届けしています。

QRコードを読み取り
「kinkonkan-木根館」を
追加して登録

ID検索で
「＠506ykozq」を入力して登録

LINE公式アカウントはじめました

登録方法①

登録方法②

お正月飾り「門杉（カドスギ）」

かんなのはな

季節のワンコイン「たつ」
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　令和5年9月より2名の新しい組合職員、豊能
支店と南河内支店にそれぞれ配属となった西川
君と西谷君が加わりました。
　といっても両名とも、すでに臨時従業員とし
て組合に勤務していたので、お会いになった組
合員様もいらっしゃるかもしれません。
　西川君は今年の1月末に組合が実施した林業
就業支援講習に参加し、早くから組合への就業
を希望しており、5月から豊能支店で臨時従業
員として採用されました。豊能支店の直営作業
班の一員として、樹木管理等の業務に従事して
おり、今は木を伐ることが楽しいと話す西川君
ですが、今後、様々な経験と資格取得にも挑戦
してほしいと思います。
　西谷君は全くの異業種からの参入組。一念発
起して、林業の世界に飛び込んできた経歴の持
ち主です。西谷君は現在、南河内支店の直営作
業班で伐採・搬出作業に従事しています。作業
班長の指導のもと、着実に技術を習得するため、
日々努力しています。
　両名ともまだまだ若いので、様々なことにチ
ャレンジしてもらい、自らの知識の蓄積とスキ
ルを磨いて、大阪府内の健全な森林育成を担う
人材に成長してほしいと思います。

　はじめまして。4月から組合に採
用され、前号のくみあい通信で紹
介されました岡です。今まで森林と
直接関わってこなかった私は、毎日
驚きの日々を過ごしています。この
コーナーでは、そんな驚きの一部

を皆さんに共有していきます。普段、街で暮ら
していると知ることができない森林・林業につ
いて、私が学んだことをレポートとしてまとめ
ていきます。
　第一歩目は、スギとヒノキの区別です。山に
詳しい人からすると常識ですが、大半の方は
区別がつかないのではないでしょうか。人工林
として、一括りに見ていたスギとヒノキですが、
じっと見てみると全く違うことがわかります。
　まず、葉っぱです。スギの葉は棒状で、先が
尖っていますが、一方ヒノキは平べったく、先
も丸みを帯びています。葉っぱが１番わかりやすい違いかと思われます。ちなみ
に、ヒノキの葉っぱは裏返すと、白字でアルファベットの「Y」という文字がたくさ
ん書かれていました。
　２つ目は、木肌です。ス
ギの樹皮が貼りついてい
るのに対して、ヒノキはと
ころどころ捲れています。
しかし注意点をあげると、
ヒノキの樹皮は樹齢が長
くなってくると、スギと同
様貼りつくため、区別がつ
きにくくなることです。
　３つ目は、全体像です。
スギが「モコモコ」して見
えるのに対して、ヒノキは
「バサバサ」して見えま
す。山に入ると木１本１本
の全体像は見えづらくな
るので、道沿いの木限定
で使うことができる見分
け方かもしれません。
　この３点以外にも切った断面の色や、年輪の緻密さが違うようですが、私には
まだ区別がつきません。また、必ずしもではありませんが、スギの方が水分や栄
養を好むため、川に近い場所に生えていることが多いようです。これからたくさ
んの経験をして、スギとヒノキについてもっと学んでいきたいと思います。
　このように、「人工林」として大きく捉えていたものを、具体的に分類し始める
と、山の見え方が変わりました。山を歩くことが楽しくなってきます。今回はスギ
とヒノキだけを取り上げましたが、それ以外にも木の種類はたくさんあります。　
　これからも観察を続けて、種類を見極めることができるように頑張ります。

組合の新しいメンバー紹介

　毎年、総代会の記念品として大阪府内産木材を用いた商品を企画しています。今年
は合成木材を素材とするナチュラル・ホワイト・ブラックの3色プレートを製作しました。
　見た目や触感は樹脂製のプレートなのですが、原材料はウッドベースかわちながの
の大阪府内産を主とするスギ・ヒノキの挽粉が51％とポリプロピレン49％の配合した
ものです。ポリプロピレンは汎用樹脂で、様々な製品にも使われており、安全性も問題
ありません。
　木材が配合されて強度は？という疑問には、樹脂100％の場合とそん色ないとのこ
となので問題ありません。ただし電子レンジでの使用は避けてください。
　組合では記念品とは別に一般販売する目的でプレートを製作し、各色1枚600円（税
込）で高槻森林観光センターやお菓子と森のカフェ「foret」、木根館で販売しています。
　今回、販売を記念し、3色1セットを10名の組合員の方にプレゼントいたします。
　応募方法は以下のとおりです。

　応募はハガキもしくはメールで受け付けます。
　ハガキでの応募は機関紙の最終ページ下部に記載
される住所宛に、メールでの応募は同じく記載される
メールアドレス宛に「くみあい通信45号プレゼント希
望」とお書きいただき、ご住所、お名前、ご連絡先を記
載の上、どしどしご応募ください。
　なお当選者のお知らせは商品の発送をもってかえさ
せていただきます。
※	ご応募いただいた個人情報は、当該企画以外には使用いたしま
せん。

合成木材のプレートを製作しました

応募方法

10名様に3色セットをプレゼント

組合の情報発信は本誌とホーム
ページで行ってきましたが、新
たに「X（旧twitter）」と「インスタ
グラム」のページを開設しました。
森林組合の日常やトピックなど、
様々な情報をタイムリーにアッ
プしていますので、ぜひフォロー
してください。

西川君（上）と西谷君

ヒノキの葉の裏の Yの字

スギ（左）とヒノキの樹皮

スギ（左）とヒノキの全体像

SNSを
開始

山の見え方が変わる!?
新人林業士
レポート


